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幼い子どもを育てながら働き続けるために ★パートなどの方でも
　会社へ申し出ることができます。

）有件条るきで得取てっよに度制各（  

子ども・子育て支援新制度
　地域のニーズ等に応じ、これまでの幼稚園・保育園に加えて、働き方にかかわらず子どもを預ける事
ができる「認定こども園」の普及が進んでいます。
　また、新しく「地域型保育」を設け、特に待機児童の多い３歳未満児の保育の場を増やしています。
保育施設などの整備は市町村が中心となって進めています。
　まずは住んでいる地域でどんな預け先があるのかを市町村の担当課や利用者支援事業などで確認しま
しょう。
　子ども・子育て支援新制度について詳しくはこちら（内閣府ホームページ）

http://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/
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